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第
三
報
で
は
、
ま
ず
紙
面
の
関
係
上
、
こ
れ
ま
で
報
告
出
来
な
か
っ
た
残
り
の

千
葉
県
・
東
京
都
・
神
奈
川
県
に
つ
い
て
の
調
査
報
告
を
行
う
。︻
表
一
︲
六
～

八
参
照
︼

　

千
葉
県
は
、
今
日
で
も
出
羽
三
山
信
仰
が
根
強
く
、
葬
送
儀
礼
な
ど
に
お
い
て

も
出
羽
三
山
へ
登
拝
し
た
集
団
に
よ
っ
て
特
別
な
葬
法
が
行
わ
れ
て
い
る
事
が
確

認
さ
れ
、
ま
た
若
者
達
に
よ
る
梵
天
講
が
展
開
し
て
い
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
直
接
の
影
響
な
の
か
、
他
県
に
比
べ
て
最
も
早
い
明
治
初
年
か
ら
Ｂ
タ

イ
プ
が
増
え
て
い
る
。

　

神
奈
川
県
・
東
京
都
、
そ
し
て
秋
田
県
︻
第
一
報　

表
一
︲
三
︲
一
参
照
︼
で
は
、

デ
ー
タ
が
少
な
い
為
に
そ
の
変
遷
に
特
徴
を
見
出
す
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
恐
ら
く
は
他
県
と
同
様
に
初
期
に
は
Ａ
タ
イ
プ
が
大
半
を
占
め
、
明
治
後

半
か
ら
月
山
を
中
心
と
し
た
Ｂ
タ
イ
プ
が
増
え
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
出
羽
三
山
塔
に
お
け
る
三
山
の
並
び
方
は
、
あ
る
時
期
を
境
に

変
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
岩
鼻
通
明
氏
は
、﹃
出

羽
三
山
信
仰
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
﹄︵
名
著
出
版
、一
九
九
二
年
︶で﹁
明
治
以
降
、

羽
黒
山
手
向
が
出
羽
三
山
の
祭
祀
権
を
独
占
す
る
に
至
る
と
︵
中
略
︶﹁
湯
殿
山
﹂

が
中
央
に
刻
ま
れ
て
い
た
の
が
、﹁
月
山
﹂
が
中
央
に
刻
ま
れ
る
よ
う
に
変
化
し

た
︵
１
︶
�﹂と
山
岳
宗
教
集
落
の
勢
力
圏
の
変
化
を
そ
の
要
因
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

　

手
向
集
落
が
祭
祀
権
を
独
占
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
と
し
て
、
続
け
て
岩
鼻

氏
は
、
明
治
初
年
、
新
政
府
が
出
し
た
神
仏
分
離
令
に
よ
っ
て
修
験
道
が
禁
止
さ

れ
た
。
そ
れ
と
共
に
、
出
羽
三
山
は
神
山
と
さ
れ
、
三
山
神
社
社
務
所
が
こ
の
地

に
設
置
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
祭
祀
権
を
独
占
す
る
に
至
っ
た
と
し
て
い
る
︵
２
︶

。

　

ま
た
、
表
二
︲
六
は
、
第
二
報
に
収
め
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
千
葉
県
に
お
け

る
併
刻
塔
の
み
を
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。︻
第
二
報
及
び
表
二
︲
六
参
照
︼

　
　
　

三
、
岩
手
県
と
千
葉
県
の
比
較

　

で
は
、
今
回
、
収
集
す
る
こ
と
が
出
来
た
八
県
の
う
ち
、
五
〇
〇
基
以
上
も
の

出
羽
三
山
塔
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
た
岩
手
県
・
千
葉
県
の
二
県
に
焦
点
を
当

て
、近
世
期
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
な
地
域
差
が
あ
っ
た
の
か
を
展
望
し
て
み
よ
う
。

　

岩
手
県
︵
３
︶

は
、
一
村
ご
と
の
記
載
で
あ
り
、
旧
領
と
し
て
は
八
戸
藩･

盛
岡
藩･

一

関
藩
・
仙
台
藩
・
沼
田
藩
以
外
の
記
載
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
千

東
京
家
政
学
院
大
学
紀
要　

第
四
七
号　

二
〇
〇
七
年

　　
　
　

東
日
本
の
民
間
信
仰

　
　
　
　
　

―

出
羽
三
山
の
石
造
物
造
立
を
め
ぐ
っ
て―

　
　

第
三
報

西　
　

海　
　

賢　
　

二　
　

早
１

　
　

川　
　

典　
　

江　
　

　
　
　

石
造
物
か
ら
見
た
出
羽
三
山
信
仰
の
地
域
的
展
開

キ
ー
ワ
ー
ド　

出
羽
三
山
信
仰　

石
造
物　

東
日
本　

千
葉
県　

東
京
都　

神
奈
川
県
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葉
県
︵
４
︶

は
各
藩
以
外
に
も
数
多
く
の
旗
本･

寺
社
領
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
関
八
州
に
お
け
る
支
配
体
系
の
複
雑
さ
が
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
も
関
連
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

造
立
数
が
ほ
ぼ
同
じ
で
、
沿
岸
に
位
置
す
る
岩
手
県
大
船
渡
市
︵
一
七
基
︶
と

千
葉
県
安
房
郡
天
津
小
湊
町
︵
平
成
十
七
年
よ
り
鴨
川
市
・
十
六
基
︶、
海
岸
と

接
し
て
い
な
い
岩
手
県
紫
波
郡
紫
波
町
︵
一
二
基
︶
と
千
葉
県
鎌
ヶ
谷
市
︵
一
三

基
︶
を
例
に
挙
げ
て
み
る
と
、

岩
手
県
大
船
渡
市　
　

陸
前
国
気
仙
郡　
　

　

末
崎
村　

仙
台
藩　

六
百
四
拾
六
石
五
斗
二
升
／
大
船
渡
村　

仙
台
藩　

六
百
一
石
四
斗
四
升
／
赤
崎
村　

仙
台
藩　

七
百
四
石
七
斗
六
升　

／
立
根
村　

仙
台
藩　

六
百
九
拾
六
石
／
猪
川
村　

仙
台
藩　

五
百
拾
七
石
七
斗
八
升
／
田
茂

山
村　

仙
台
藩　

五
百
三
石
九
斗
二
升
／
日
頃
市
村　

仙
台
藩　

四
百
七
拾
一
石

三
斗
八
升

岩
手
県
紫
波
郡
紫
波
町　
　

陸
中
国
紫
波
郡　
　

　

江
柄
村　

盛
岡
藩　

百
六
拾
三
石
四
斗
九
升
六
合
／
栃
内
村　

盛
岡
藩　

二
百
七
拾
五
石
九
斗
七
升
一
合
／
北
沢
村　

盛
岡
藩　

百
四
拾
二
石
七
斗
九
升

三
合
／
中
島
村　

盛
岡
藩　

六
百
拾
六
石
五
斗
七
升
五
合
／
陣
ヶ
岡
村　

盛
岡

藩　

百
拾
八
石
八
斗
八
升
五
合
／
高
水
寺
村　

盛
岡
藩　

七
百
九
十
三
石
九
斗
八

升
四
合
／
南
伝
法
寺
村　

盛
岡
藩　

九
百
三
拾
二
石
三
斗
八
合
／
小
屋
敷
村　

盛

岡
藩　

六
百
八
十
五
石
七
斗
五
升
六
合
／
吉
水
村　

盛
岡
藩　

三
百
六
石
四
斗
一

升
七
合
／
上
松
本
村　

盛
岡
藩　

六
百
九
拾
六
石
六
斗
三
升
八
合
／
下
松
本
村　

盛
岡
藩　

四
百
拾
一
石
七
斗
八
升
／
南
日
誥
村　

盛
岡
藩　

千
二
百
三
拾
三
石
五

斗
九
升
九
合
／
北
日
誥
村　

盛
岡
藩　

八
百
五
拾
五
石
五
斗
三
升
八
合
／
犬
淵
村

　

盛
岡
藩　

二
百
六
拾
七
石
四
斗
四
升
三
合
／
平
沢
村　

盛
岡
藩　

千
三
拾
石
一

斗
四
升
／
宮
手
村　

盛
岡
藩　

九
百
八
拾
二
石
三
斗
八
升
／
升
沢
村　

盛
岡
藩　

三
百
二
拾
八
石
四
斗
三
升
七
合
／
桜
町
村　

盛
岡
藩　

六
百
四
拾
九
石
三
斗
九
升

七
合
／
日
誥
新
田　

盛
岡
藩　

四
百
九
拾
九
石
三
斗
九
升
四
合
／
二
日
町
新
田　

盛
岡
藩　

二
百
八
拾
八
石
二
升
八
合
／
西
長
岡
村　

盛
岡
藩　

六
百
九
拾
五
石
三

斗
八
升
九
合
／
東
長
岡
村　

盛
岡
藩　

六
百
二
拾
七
石
三
斗
一
合
／
山
屋
村　

盛

岡
藩
二
百
二
拾
九
石
三
斗
七
升
九
合
／
赤
沢
村　

盛
岡
藩　

七
百
九
拾
三
石
四
斗

三
升
九
合
／
犬
吠
森
村　

盛
岡
藩　

四
百
拾
八
石
三
斗
八
升
二
合
／
草
刈
村　

盛

岡
藩　

百
四
拾
三
石
七
斗
二
升
二
合
／
大
巻
村　

盛
岡
藩　

八
百
五
拾
七
石
一
斗

九
合
／
彦
部
村　

盛
岡
藩　

千
二
百
九
拾
八
石
九
斗
二
升
一
合
／
星
山
村　

盛
岡

藩　

八
百
九
拾
四
石
七
斗
五
升
五
合
／
北
田
村　

盛
岡
藩　

四
百
四
拾
五
石
五
斗

九
升
一
合
／
遠
山
村　

盛
岡
藩　

三
百
四
拾
八
石
六
斗
五
升
九
合
／
船
久
保
村　

盛
岡
藩　

百
拾
三
石
三
斗
三
升
七
合
／
紫
野
村　

盛
岡
藩　

百
四
拾
石
二
斗
二
升

五
合
／
佐
比
内
村　

盛
岡
藩　

八
百
三
拾
石
三
斗
四
升
九
合
／
土
館
村　

八
戸
藩

　

千
八
百
六
拾
九
石
一
斗
五
升
五
合
／
稲
藤
村　

八
戸
藩　

八
百
六
拾
石
四
斗
二

合
／
上
平
沢
村　

八
戸
藩　

千
三
百
五
拾
八
石
三
斗
七
升
三
合
／
片
寄
村　

八
戸

藩　

二
千
七
百
三
拾
石
四
斗
五
升
四
合

千
葉
県
鎌
ヶ
谷
市　
　

下
総
国
葛
飾
郡　
　

　

鎌
ヶ
谷　

代
官
支
配
所　

百
三
拾
四
石
一
斗
一
升
二
合
／
粟
野　

田
中
藩　

九

拾
一
石
九
斗
二
升
九
合
／
中
沢　

代
官
支
配
所　

三
十
三
石
二
斗
八
升
三
合　
　

田
中
藩　

三
百
九
拾
七
石
六
斗
五
升
四
合
／
串
崎
新
田　

代
官
支
配
所　

百
八
拾

四
石
四
升
／
道
野
辺　

代
官
支
配
所　

三
拾
八
石
八
斗
七
升
七
合　
　

田
中
藩　

二
百
拾
八
石
五
升
九
合
／
佐
津
間　

田
中
藩　

百
五
拾
三
石
三
斗
三
升
五
合

千
葉
県
安
房
郡
天
津
小
湊
町

　

上
総
国
望
陀
郡

東日本の民間信仰
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四
方
木　

前
橋
藩　

百
二
拾
九
石
九
斗
一
合

　

安
房
国
長
狭
郡

　

�　

天
津　

岩
槻
藩　

六
百
拾
二
石
一
斗
八
升　
　

清
澄
寺
領　

二
拾
二
石
五
斗

六
升
三
合　
　

清
澄
寺
領　

無
高
／
浜
萩　

岩
槻
藩　

二
百
二
拾
五
石
九
斗
四

升
四
合
／
内
浦　

岩
槻
藩　

二
百
九
拾
一
石
四
斗
五
升　
　

誕
生
寺
領　

三
石

七
升
四
合
／
小
湊　

誕
生
寺
領　

五
拾
三
石
二
合　
　

誕
生
寺
領　

拾
五
石
三

斗
二
升
二
合

と
な
っ
て
い
る
。
岩
手
県
に
比
べ
て
千
葉
県
内
の
所
領
体
系
の
複
雑
さ
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
ま
た
、
一
村
の
石
高
が
そ
の
市
の
中
で
最
大
の
村
を
抜
き
出
す
と
、

次
の
四
ヶ
村
と
な
る
。

大
船
渡
市　

立
根
村　

六
百
九
拾
六
石

紫
波
町　
　

片
寄
村　

二
千
七
百
三
拾
石
四
斗
五
升
四
合

鎌
ヶ
谷
市　

中
沢
村　

三
百
九
拾
七
石
六
斗
五
升
四
合

天
津
小
湊
町
天
津
村　

計
六
百
三
拾
四
石
七
斗
四
升
三
合

片
寄
村
と
中
沢
村
で
は
、
二
三
三
二
石
余
の
差
が
あ
る
。
し
か
し
、
出
羽
三
山
塔

の
造
立
数
で
見
た
場
合
、
大
差
は
見
ら
れ
な
い
。
更
に
、
所
領
体
系
に
よ
る
違
い

も
見
出
す
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

　

出
羽
三
山
塔
の
造
立
を
、
地
域
格
差
の
問
題
と
し
て
村
高
や
所
領
体
系
の
在

り
方
に
見
出
そ
う
と
し
た
が
、
今
回
は
そ
の
方
向
性
を
導
き
出
す
こ
と
は
出
来
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
出
羽
三
山
信
仰
の
地
域
的
展
開
に
お
い
て
紹
介
さ

れ
て
き
た
﹁
出
羽
三
山
塔
﹂
は
約
五
〇
〇
基
余
で
あ
っ
た
も
の
を
、
約
一
四
〇
〇

基
余
ほ
ど
確
認
で
き
た
こ
と
は
、
今
後
の
出
羽
三
山
信
仰
の
展
開
が
﹁
石
造
物
﹂

と
い
う
﹁
モ
ノ
﹂
か
ら
見
て
い
く
こ
と
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
こ
と
を
確
認
で

き
た
で
あ
ろ
う
。
紹
介
し
た
デ
ー
タ
が
今
後
の
石
仏
研
究
に
多
少
な
り
と
も
寄
与

す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。

註︵
１
︶
岩
鼻　

通
明
﹃�

出
羽
三
山
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
﹄
名
著
出
版　

一
九
九
二
年　

九
四
頁

︵
２
︶
前
掲
書
︵
１
︶
九
四
頁

︵
３
︶
木
村
礎
改
訂
﹃�

旧
高
旧
領
取
調
帳　

東
北
編
﹄
近
藤
出
版
社　

一
九
七
九

年
八
月

︵
４
︶
木
村
礎
改
訂
﹃�

旧
高
旧
領
取
調
帳　

関
東
編
﹄
近
藤
出
版
社　

一
九
七
四

年
九
月

︵
3
︶

西海　賢治　　早川　典江

人
文
学
部
日
本
文
化
学
科

１

人
文
学
部
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